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整備・運営等検討懇談会

令和6年3月19日

観光文化交流局文化歴史まちづくり部文化芸術推進課
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１ 検討経緯

区分 内容

令和元年度～
令和３年度 「市民会館の整備検討懇談会」の開催（計１０回）

令和４年2月 「名古屋市新たな劇場の基本構想」を策定

令和４年度～ 「名古屋市新たな劇場の基本計画」の検討
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・名古屋圏第２位の乗降客数を誇る金山総合駅から
400ｍの好立地（１日の乗降客数 約48万人）

・金山駅にはJR中央本線・東海道本線、名鉄名古屋
本線、地下鉄名城線・名港線が乗り入れ

・地下鉄名城線・名港線「金山」より地下連絡通路
で直結

・駅前には金山バスターミナルがあり、市内各所へ
の路線バス等が発着

・周辺には名フィルの練習施設でもある音楽プラザ等
の文化芸術施設が集積

・駅前にアスナル金山が立地、周辺商店街やその他
施設とともに地域の賑わいを形成。

・古沢公園駐車場（241台）、アスナル金山駐車場
（197台）など駐車施設も充実している

〇 立地環境

１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （１）立地環境

0 25 50 100m
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１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （２）施設概要①

施設名称 名古屋市民会館（Niterra日本特殊陶業市民会館）

所在地 愛知県名古屋市中区金山一丁目5 番1号

開館年 昭和47（1972）年10月1日（ 築51年経過）

建築 鉄骨鉄筋コンクリート、一部鉄筋コンクリート造
地上6階、地下2階、塔屋1階建

面積
敷地面積:14,205㎡
建築面積: 9,370㎡
延床面積:28,245㎡
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１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （２）施設概要②

舞台転換が容易な広い舞台面積と舞台機構を持ち、オー
ケストラピット、大迫り、脇花道を備え、平面的、立体
的に優れたホール

・客席 2,291席（車椅子席5席）
・舞台面積 1,373㎡（間口20m、奥行21m、高11.5m）
・用途 クラシック、軽音楽、オペラ、バレエ

〇 大ホール（フォレストホール）〇 中ホール（ビレッジホール）
大ホールと比較しても遜色のない広い舞台面積と舞台
機構を持ち、回り舞台、可動式花道、大迫り、小迫り
等が設けられており、舞踊・演劇から伝統芸能や講演
に適した多目的ホール

・客席 1,146席（車椅子席3席）
・舞台面積 1,061㎡（間口16m、奥行21m、高7.2m)
・用途 日本舞踊、民謡、演劇

至 古沢公園
駐車場至 金山駅

大ホール中ホール
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１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （２）施設概要③

第１会議室

特別会議室

第１リハーサル室

楽屋1～5

第２会議室

レストラン

第２リハーサル室

楽屋8～16

階 階

楽屋1 37㎡ 19名 楽屋8 70㎡ 34名

楽屋2 81㎡ 34名 楽屋9 32㎡ 11名
楽屋3 74㎡ 29名 楽屋10 57㎡ 23名
楽屋4 76㎡ 30名 楽屋11 54㎡ 21名
楽屋5 43㎡ 20名 楽屋12 61㎡ 24名

楽屋6 37㎡ 16名 楽屋13 57㎡ 21名
楽屋7 37㎡ 15名 楽屋14 32㎡ 12名

楽屋15 36㎡ 20名
楽屋16 49㎡ 20名

室名 規模 室名 規模

B1F
B1F

兼
用

大
ホ
ー
ル
用

中
ホ
ー
ル
用

〇 諸室概要
階 室名 規模

3F

第１会議室 191㎡ 90名

第２会議室 72㎡ 30名

特別会議室 64㎡ 20名

2F レストラン(厨房等含) 360㎡

1F

大
ホ
ー
ル

舞
台
裏

楽屋101 48㎡ 12名

楽屋102～楽屋107（計6室） 各21㎡ 各2名

控室（床山） 33㎡ －

控室（衣装室） 50㎡ －

中
ホ
ー
ル

舞
台
裏

楽屋108～楽屋112（計5室） 各24㎡ 各2名

控室（床山） 32㎡ －

控室（衣装室） 50㎡ －

B1F
第１リハーサル室 184㎡ －

第２リハーサル室 148㎡ －
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１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （３）施設面の課題①

（空調騒音や音響）
・舞台や客席における空調設備の騒音値がクラシックコンサートを行う

ホールとしては大きい
・音響について、プロの演奏家や観客から生音を聴くホールとしての性

能について否定的な意見がある

〇 ホールの音性能の評価が低い

（遮音性の低さ）
・敷地内に地下鉄名城線が通っており、走行時

の振動音が舞台上や客席に伝わる
・舞台下の奈落部分で走行音が増幅されるため、

演奏者だけでなく、舞台に近い一部の客席で
も走行音が確認できるため、クラシック音楽
では特に敬遠される

・大ホール と 中ホールが壁一枚で隣接してお
り、相互の音・振動が伝播する

〇 劇場とまちとのつながりや関係性が希薄
・劇場がまちに対して閉鎖的な施設となっている
・本番公演がない時間は集客性がなく、施設周辺も閑散としている
・劇場の公演で創出されたにぎわいが、建物内で完結しており、周辺の

まちのにぎわいや回遊性向上につながっていない

大ホール

中ホール
地下鉄

敷地の一部を地下鉄が走行 壁一枚で隣接するホール

生音の鑑賞に適した性能が不足

まちに対して閉鎖的な劇場 9



１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （３）施設面の課題②

〇 来場者、利用者の快適性及び利便性が低い
（バリアフリー未対応）

・階段のみの来場者動線が多く、足が不自由な方の来場や館内移動が困難
・施設の構造上、バリアフリー対応に限界があり、スタッフ等の介添なし

に客席までたどり着くことができない
（トイレ数不足）

・トイレ数の不足に加え、男女比が利用実態と乖離
・幕間にはトイレ前に行列が発生

・開業後50年以上が経過し、劇場の法定耐用年数（41年）も超過
・老朽化により電源・空調・給排水管など施設の基幹部分の故障や不具合が多発

〇 施設の老朽化

施設 トイレ数
男性用（大） 男性用（小） 女性用

大ホール
（フォレストホール）

必要数※ 20個 26個 76個
現状 16個 30個 34個

不足数 4個 ー 42個

中ホール
（ビレッジホール）

必要数※ 9個 14個 38個
現状数 6個 13個 21個
不足数 3個 1個 17個

※各ホール座席数より、空気調和・衛生工学会「衛生器具の適正個数算定法」を基に算出

⇒現市民会館は女性用トイレの数が大幅に不足

現市民会館における適正なトイレ数の試算
地下鉄からの連絡通路
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１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （3）管理運営面の課題①

・大ホール・中ホールとも利用率が高止まりしており、抽選倍率も高いことから、公演を断念する興行主が多く発生し、
市民の鑑賞機会の喪失が生じている（コロナ禍除く）

・市内の大中規模ホールが不足しており、場所を確保するため利用実態より大きなホールへの利用申し込みが増加し、
施設の高稼働状態が解消しない

〇 施設の利用状況①
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市内大中規模ホールの座席総数 市民会館大ホール 利用率 市民会館中ホール 利用率

市民会館
利用率（％）

市内大中規模ホール
の総座席数

厚生年金会館
（1666席）
閉館（H20）

御園座(1656席→1292席)(H25~H29)

名鉄ホール
（926席）
閉館（H26）

中日劇場
（1416席）
閉館（H30）

公会堂休館(1986席→1552席)(H29~H30)

愛知県芸術劇場(大ホール2476席→2456席)(H30.4~H31.4)
(コンサートホール1796席)(H29.8~H30.11)

勤労会館
（1488席）
閉館（H22）

市内の大中規模ホールの座席総数と現市民会館の利用率の推移

コロナ禍による
利用制限等期間

※R5年度は
1月末時点 11



１ 検討経緯
市民会館の現状及び課題 （4）管理運営面の課題②

名古屋市内の大中規模ホールの主なジャンル別の利用状況（固定席ホールのみ）
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令和元年度「名古屋市文化施設の管理運営にかかるあり方検討調査」より

旧 御園座

１６５９席

旧愛知県
勤労会館
１４８８席

旧愛知厚生
年金会館
１６６６席

しらかわ
ホール
800席

青少年文化センター

ウインク
あいち
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ウィル

ホール
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芸術創造センター

市民会館
中ホール

９６３席

閉館
名鉄ホール

900

空
白
状
態

・閉館の影響により、市内の実演芸術向け800～
1000席規模のホールが空白状態（右図）

・市民会館中ホールの利用状況（利用者×規模）
は「興行主利用×600～799人」が最も多い

・市民会館中ホールの利用状況（ジャンル×規模）
は「演劇×600～799人」が最も多い

・現市民会館の大ホール・中ホールで実施される
催事の約45％は900席で対応可能

〇 施設の利用状況②

・現市民会館大ホール・中ホールに集中している
ホール需要を分散しホール不足を解消するため、
「演劇」をはじめとした多様な演目に対応できる
800～900席の新ホールが必要
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２ 新たな劇場の基本的な考え方
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２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たな劇場の基本理念と基本方針

国内外から注目され、
多くの市民の

誇りと親しみを呼び起こす
トップクラスの上演施設

国内外から注目され、
多くの市民の

誇りと親しみを呼び起こす
トップクラスの上演施設

市内の多様な文化芸術活動を
支え、促進する、

名古屋発/初 の文化芸術の
中核となる施設

市内の多様な文化芸術活動を
支え、促進する、

名古屋発/初 の文化芸術の
中核となる施設

■基本方針

市民が気軽に訪れる、
人と文化芸術の交流結節拠点

～感動と出会い、
まちと繋がる、開かれた劇場～

市民が気軽に訪れる、
人と文化芸術の交流結節拠点

～感動と出会い、
まちと繋がる、開かれた劇場～

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

・まち全体に文化芸術によるにぎわい
を醸成する「開かれた劇場」

・「いつでも、誰でも、何かを経験で
きる」文化芸術が身近に感じられる
魅力的な空間や機会を提供する劇場

・市民が日常的に訪れる、居心地の良
い空間（居場所）を創出する劇場

・高品質な劇場文化の鑑賞を通じて市
民の文化芸術への関心を高めるため、
国内外のトップレベルのクラシック
演奏やバレエ公演等を招致可能な音
響や舞台等の鑑賞環境を備える劇場

・軽音楽、伝統芸能、クラシックなど、
多様な演目に触れる機会の提供によ
り、より多くの市民が訪れる「きっ
かけ」を創出する劇場

・文化芸術の創造活動拠点として、
名古屋ならではの文化芸術を発信
する劇場

・文化芸術の普及・育成拠点として、
充実したサポート体制を構築する
ことで名古屋の文化力を底上げする
劇場

・文化芸術活動の活性化を図り、そ
の集大成を披露する「ハレ舞台」
としての存在感を発揮する劇場

■基本理念
ミッション

文化芸術の裾野拡大（劇場文化の浸透）文化芸術の裾野拡大（劇場文化の浸透）

目指す姿
人々が楽しみ、引き込まれ、心打たれる

文化の薫り高い名古屋の心つながる象徴拠点
人々が楽しみ、引き込まれ、心打たれる

文化の薫り高い名古屋の心つながる象徴拠点

※新たな劇場の基本構想〈ミッション〉より

※新たな劇場の基本構想〈位置づけ〉より

※新たな劇場の基本構想〈役割〉より一部加筆 14※新たな劇場の基本構想〈役割〉より一部加筆



２ 新たな劇場の基本的な考え方
市内外の文化施設との有機的連携

・市内文化施設の設置目的や役割分担を明確にするとともに、新たな劇場を中心とした文化施設間の有機的
な連携により、文化芸術に対する市民の興味・関心の拡大、文化団体等の多様な文化活動の促進を図る

・新たな劇場を「ハレ舞台・名古屋の文化芸術発信拠点」として、市内文化施設の中核に位置付け、芸術創
造センターや青少年文化センター等と連携して創造された文化芸術活動が新たな劇場へ集約され、市民文
化がより活発に発信される流れや、反対に新たな劇場で創造された文化芸術が、文化小劇場などの地域拠
点を通じて市民の身近なところへと広がっていく仕組みを構築する

・国内外の他都市の大規模劇場との共同制作やツアー連携により、劇場同士の横のつながりを強化する
・有機的連携の実現のために、名古屋版アーツカウンシルの推進を担う「クリエイティブ・リンク・ナゴ

ヤ」をはじめ、様々な主体との連携や役割分担について、引き続き検討を進める

〇 有機的連携の基本的な考え方
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２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たな劇場の方向性

市民会館大・中ホールの
優れた機能の

継承・発展

【 新たな劇場の方向性 】

【 現市民会館の現状 】 【 現市民会館の課題 】

・大ホール
広い舞台面積を持ち、平面的、
立体的に優れた多目的ホール

・中ホール
大ホールと遜色ない舞台面積を
持ち、伝統芸能や講演等に適し
た多目的ホール

市民会館が抱える
施設面・管理運営面の

課題解消

文化芸術の創造、普及・育成
まちの拠点としての

機能強化

〈施設面〉
・ホールの音性能の評価が低い

・劇場とまちのつながりや関係性
が希薄

・施設の老朽化

・来場者・利用者の快適性及び
利便性が低い

〈管理運営面〉
・ホールの高い利用率・抽選倍率に

よる発表機会、鑑賞機会の喪失

・利用実態よりも大きなホールへ利
用申込が増加し、施設の高稼働状
態が解消しない
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２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）

文化芸術の創造、普及・育成、まちの拠点としての機能強化
＜新たな劇場に求められているもの＞

＜目指すもの＞

＜新たに導入が必要な機能（案）＞

アーティストに開く

市の文化芸術の中核施設
として、若手アーティス
トや文化芸術団体等との
交流・育成を促進

アーティストに開く

市の文化芸術の中核施設
として、若手アーティス
トや文化芸術団体等との
交流・育成を促進

まちに開く

金山駅周辺における新た
な劇場を核とした、面
的・一体的な整備とソフ
ト施策の展開

まちに開く

金山駅周辺における新た
な劇場を核とした、面
的・一体的な整備とソフ
ト施策の展開

現市民会館にはない、文化芸術の担い手の交流・育成を促進する
機能や、市民が文化芸術に気軽に触れることができ、にぎわいを
創出する機能等が求められる。
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市民に開く

鑑賞や練習などの目的が
なくても、居心地よく、
一日中過ごしたくなる場
として、気軽に文化芸術
に触れられる空間の整備

市民に開く

鑑賞や練習などの目的が
なくても、居心地よく、
一日中過ごしたくなる場
として、気軽に文化芸術
に触れられる空間の整備



劇場の開き方 機能及び方針（案） 参考事例

アーティス
トに開く

〇文化芸術の総合的な
支援・育成のため、
アトリエやギャラリー、
コミュニティ・スペー
ス等を設置

〇学生等若いアーティス
ト等の制作支援やアー
ティストと市民、また
はアーティスト間の相
互の交流促進を行う

市の文化芸術の中核施設として、若手アーティストや文化芸術団体等との交流・育成を促進

山口情報芸術センター（山口県山口市）
コミュニティスペース

・ワークショップやレクチャーなど小規模
のイベントを開催できるスペース

NAGOYA INNOVATOR’S GARAGE
（名古屋市）

・名古屋市にあるイノベーション拠点
・新たな劇場では、アーティストやクリエ

イター等の創作やビジネス化を支援する
文化芸術版の施設を想定

京都芸術センター（京都市）
制作室

・アーティストへ一定期間貸し出しも可能
な制作の場

18

出典:山口情報芸術センター
（https://www.ycam.jp）

出典:名古屋市経済局より提供

出典:京都芸術センター photo by OMOTE Nobutada
（https://www.kac.or.jp）

２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）



鑑賞や練習などの目的がなくても、居心地よく、一日中過ごしたくなる場として、気軽に文化芸
術に触れられる空間の整備

劇場の開き方 機能及び方針（案） 参考事例

市民に開く
（１）

〇施設を訪れた市民が、
鑑賞時間以外でも⾧期
滞在できるような付帯
施設（カフェ・ショッ
プ等）の運営

〇歩道や広場、公園等に
面して商業施設を配置

〇歩道や広場等歩行者動
線に沿って配置するこ
とで、公演の無いとき
や、ホールの利用者で
なくとも、気軽に商業
施設の利用が可能とな
り、劇場や周辺地域に
にぎわいを創出

ロームシアター京都（京都市）

・歩道に面した商業施設（約900㎡）

高槻城公園芸術文化劇場（大阪府高槻市）

・誰でも気軽に入れるよう公園に面して開放
的なつくりとなっている劇場併設のカフェ

19

（自主撮影）

出典:高槻城公園芸術文化劇場HP
（URL:https://www.takatsuki-bsj.jp/tat）

２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）



鑑賞や練習などの目的がなくても、居心地よく、一日中過ごしたくなる場として、気軽に文化芸
術に触れられる空間の整備

劇場の開き方 機能及び方針（案） 参考事例

市民に開く
（２）

〇ロビー等の共用スペー
スにベンチ等を配し、
市民をはじめとする来
館者の居場所を整備

〇屋内に日常的に人が滞
在している風景が生ま
れ、にぎわいが創出さ
れる

〇共通ロビーやホワイエ
等の共用スペースを貸
し出し、作品展示、観
光PR展、物販等のイベ
ントを開催

〇共用スペースの有効活
用が図れるとともに、
にぎわいが創出される

大和市文化創造拠点シリウス
（神奈川県大和市）

・メインホールのホワイエに面する施設１
階の共通ロビーに図書館の一般開架コー
ナー・閲覧スペースやカフェが併設され、
市民の居場所となっている

札幌市民交流プラザSCARTSモール
（札幌市）

・開放的な吹抜けの空間が広がる屋内広場
・施設の共通ロビーであり、貸し出しによ

りプロモーションイベント、物販、作品
展示等に利用される

20
出典:札幌＆大通公園観光情報ガイド SAPO★CAN
（https://hokkaido.press/sapocan）

（自主撮影）

（自主撮影）

２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）



劇場の開き方 機能及び方針（案） 参考事例

まちに開く
（１）

〇共通ロビーを通り抜け可
能な空間とし、アクセス
性と回遊性を高めること
でウォーカブルなまちの
形成に寄与する

〇建物内部と連続性のある
オープンスペースを整備
し、憩いの場、交流の場
として日常的に人々が滞
在できる空間を形成する

〇活動の様子が外部から
見える空間構成とし、
まちに文化芸術の雰囲
気とにぎわいを現す

金沢21世紀美術館（石川県金沢市）

・誰もがいつでも立ち寄ることができ、様々
な出会いや体験が可能となる公園のような
美術館

立川ステージガーデン（東京都立川市）

・ホール２階席後方のスライディングウォー
ルを開放することにより、野外のオープン
スペースと屋内ホールとを一体的に使用す
ることができる

金山駅周辺における新たな劇場を核とした、面的・一体的な整備とソフト施策の展開

西神中央ホール（神戸市）

・まちに向けて練習風景が見えるよう、ガラ
ス張りのスタジオを配置
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出典:地域情報サイト「まいぷれ」
（https://tachikawa.mypl.net）

出典:金沢21世紀美術館
（https://www.kanazawa21.jp）

（自主撮影）

２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）



劇場の開き方 機能及び方針（案） 参考事例

まちに開く
（２）

〇周辺の文化芸術施設等
と連携し、金山エリア
一体となって文化芸術
活動を展開

〇文化芸術活動を劇場内
のみならず、屋外でも
行うことで、まちのに
ぎわい創出と周辺地域
への文化芸術の浸透を
図る

渋谷ズンチャカ!（東京都渋谷区）

・渋谷のまちを創る“人を育てる”参加型音楽祭
・渋谷を音楽解放区として「参加する」「聴

く・演奏する」「作る・体験する」のアプ
ローチで音楽を楽しむイベント

さいき城山桜ホール（大分県佐伯市）

・前庭を活用してコンサートやイベント
を実施

金山駅周辺における新たな劇場を核とした、面的・一体的な整備とソフト施策の展開
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出典:ヤマハHP
（URL:https://jp.yamaha.com）

野外アートフェスティバル（兵庫県西宮市）

・アーティストと市民、学生、子どもたちが野
外空間でアートを身近に感じ、ふれ合い、互
いに交流し、文化芸術を体験するイベント

（自主撮影）

出典:Kiss PRESS
（URL:https://kisspress.jp）

２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たに導入が必要な機能及び方針（案）



２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たな劇場の施設構成（案）

機能 基本コンセプト 施設名称 概要

ホ
ー
ル
機
能

聴くホール 第１ホール
・客席数2,000～2,200席を想定
・本市の文化芸術を象徴し、大ホールの劇場機能を継承するホール
・音楽を中心とした国内外アーティストの質の高い演奏を「聴くホール」

観る・魅せる
ホール 第２ホール

・客席数1,300～1,500席を想定
・演劇・舞踊から伝統芸能の公演まで、中ホールの劇場機能を継承するホール
・市民の文化芸術活動のハレの場として選ばれる「観る・魅せる」ホール

体感する
ホール 第３ホール

・客席数800～900席（スタンディング1,700～1,800名）を想定
・最先端の舞台装置による先駆的な演目や舞台・客席を一体的に使った演出など、

演者と観客の一体感を創出する「体感するホール」

創
造
・
活
動

拠
点
機
能

あらゆる
人々の

交流結節拠点

スタジオ
・音楽・演劇・ダンス等の練習の場
・最先端の演出にも対応可能な音響等の設備を備え、本番利用にも対応可能
・各ホールのリハーサル室を兼ねる

練習室 ・合唱や吹奏楽、バンドなどの電気楽器、ダンス等を練習できる空間

会議室 ・各種会議や研修等、多用途での利用が可能
・各ホールの控室としても利用可能な配置とする

共通ロビー ・施設全体の共用ロビー空間
・鑑賞目的のない人でも気軽に訪れることができる、常に開かれた場

交
流
機
能

イベント
スペース

・共通ロビーに面した共用部に、日常的にイベント開催可能なスペースを設け、
にぎわい創出の場とする

にぎわい・交流
スペース

・共通ロビーや通りに面した位置に、併設施設としてカフェ・ショップ等を設け、
施設のにぎわいと市民の交流を創出する

情報
スペース

・共通ロビーに面して市内の文化芸術に関する情報を一元的に集約したスペース
を設け、市民が文化芸術に触れる機会を創出する
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２ 新たな劇場の基本的な考え方
現市民会館と新たな劇場の施設構成（案）の比較

機能 現市民会館

ホ
ー
ル
機
能

大ホール
（2,291席）

中ホール
（1,146席）

創
造
・
活
動

拠
点
機
能

リハーサル室

会議室

交
流
機
能

共通ロビー

カフェ

新たな劇場 考え方

第１ホール
（2,000～2,200席）

継承・発展
課題解消

・大ホールの規模や劇場機能を継承
・「聴くホール」となるよう音響性能を向上

第２ホール
（1,300～1,500席） 継承・発展 ・中ホールの劇場性能を継承

・商業公演に適するよう客席を増設

第３ホール
（800～900席）

課題・解消
機能強化

・ホール不足解消と「名古屋発/初」の文化芸
術を発信する先駆的演目に対応するホール

スタジオ 機能強化 ・リハーサルだけでなく、本番での利用も可能
な音響設備等を備える室へ機能強化

練習室 機能強化 ・防音・振動に配慮した市民利用が可能な
練習室を新設

会議室 継承・発展 ・多用途での利用が可能な会議室を継承

共通ロビー 課題解消
機能強化

・非公演時でも来訪者がいつでも気軽に立ち寄
れるまちに開かれたロビーとして整備

イベントスペース 機能強化 ・日常的にコンサート等のイベントが開催され、
気軽に文化芸術に触れられる空間を整備

にぎわい・交流
スペース

課題解消
機能強化

・カフェ・ショップ等はまちのにぎわいに寄
与するよう共通ロビーや通りに面して配置

情報スペース 機能強化 ・来訪者が市内の文化芸術に触れる機会を創
出するため情報スペースを新設

24



２ 新たな劇場の基本的な考え方
新たな劇場に期待される効果

●舞台芸術での利用が拡し、
話題性の高い魅力ある公演
など、演目のバリエーシ
ョンが増え、市民の文化芸
術に対する関心が高まる

●本物の舞台芸術に触れ、豊
かな創造性や感性を高める
ことで、次世代の文化芸術
の担い手の育成や子どもた
ちの成⾧に資する

●鑑賞や練習などの目的がな
くても、居心地よく、一日
中過ごしたくなる場となる
ことで、市民が集い、憩
い、交流が促進される

●舞台芸術での利用が拡し、
話題性の高い魅力ある公演
など、演目のバリエーシ
ョンが増え、市民の文化芸
術に対する関心が高まる

●本物の舞台芸術に触れ、豊
かな創造性や感性を高める
ことで、次世代の文化芸術
の担い手の育成や子どもた
ちの成⾧に資する

●鑑賞や練習などの目的がな
くても、居心地よく、一日
中過ごしたくなる場となる
ことで、市民が集い、憩
い、交流が促進される

アーティストにもたらす効果 市民にもたらす効果 まちや社会にもたらす効果
●文化芸術やエンタメが充実

することで都市魅力が高ま
り、観光消費の誘発やまち
全体の価値の向上により、
経済が活性化する

●トップレベルの公演を継続
的に行うことで、名古屋へ
の来訪意欲が高まり、国内
外からの来訪者や転入人口
の増加が期待される

●新たな劇場が整備され、
アーティストや市民が交流
することで、文化芸術・ク
リエイティブ産業が発展
し、新たな地域産業の柱と
なる

●文化芸術やエンタメが充実
することで都市魅力が高ま
り、観光消費の誘発やまち
全体の価値の向上により、
経済が活性化する

●トップレベルの公演を継続
的に行うことで、名古屋へ
の来訪意欲が高まり、国内
外からの来訪者や転入人口
の増加が期待される

●新たな劇場が整備され、
アーティストや市民が交流
することで、文化芸術・ク
リエイティブ産業が発展
し、新たな地域産業の柱と
なる

●名古屋の舞台芸術を中心と
した文化芸術が活性化する
ことで、アーティスト等の
活躍の場が拡がり、文化芸
術団体の持続的発展への貢
献が期待される

●新たな劇場がアーティスト
にとってのチャレンジや成
⾧できる場となり、市全体
の文化芸術活動のレベル
アップと一層の活性化に繋
がる

●名古屋の舞台芸術を中心と
した文化芸術が活性化する
ことで、アーティスト等の
活躍の場が拡がり、文化芸
術団体の持続的発展への貢
献が期待される

●新たな劇場がアーティスト
にとってのチャレンジや成
⾧できる場となり、市全体
の文化芸術活動のレベル
アップと一層の活性化に繋
がる

●新たな劇場で生み出された創造的活動が、新たな文化芸術価値を創出する
●文化芸術の裾野が拡大することで、更に文化芸術への投資が進み、持続的な文化芸

術の発展に寄与する
●新たな劇場への戦略的投資により、名古屋市の文化芸術の振興と経済活性化へつな

げる 25



３ ホールの目指す姿と事業方針

26
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文化芸術の裾野拡大（劇場文化の浸透）

人々が楽しみ、引き込まれ、心打たれる
文化の薫り高い名古屋の心つながる象徴拠点

ミッション

目指す姿

【 基本方針１ 】
市民が気軽に訪れる、

人と文化芸術の交流結節拠点
～感動と出会い、

まちと繋がる、開かれた劇場～

【 基本方針２】
国内外から注目され、

多くの市民の
誇りと親しみを呼び起こす
トップクラスの上演施設

【 基本方針３】
市内の多様な文化活動を

支え、促進する、
名古屋発/初 の

文化芸術の中核となる施設

市民会館大・中ホールの
優れた機能の

継承・発展

市民会館が抱える
施設面・管理運営面の

課題解消

文化芸術の創造、普及・育成
まちの拠点としての

機能強化

■基本方針

■基本理念

■方向性

アーティストに開くアーティストに開く 市民に開く市民に開く まちに開くまちに開く

■機能強化のために目指すもの

３ ホールの目指す姿と事業方針
新たな劇場が目指す姿となるための全体構成



３ ホールの目指す姿と事業方針
新たな劇場と繋がる金山駅周辺のまちづくりの考え方

令和4年12月 都市消防委員会説明資料より

人・文化・芸術とともに育つまち
～にぎわいと感性あふれる交流創造の場づくり～

古沢公園・
市民会館エリア

・市民会館街区と古沢公園街区を一街区化するこ
とにより、新たな劇場と公園による魅力あふれ
る空間を形成する

・まちに開かれた新たな劇場を中心に、人と文化
が行き交う文化芸術交流拠点を目指す

アスナル金山
エリア

・アスナル金山街区と向田町線北側の街区におい
て、金山総合駅と新たな劇場とをつなぐ空間を
形成する

・交通利便性を活かして、様々な都市機能を高度
に集積させ、多様な人が集い楽しむ駅前のにぎ
わい交流拠点を目指す

〇 まちづくりのコンセプト

〇 エリアの考え方

〇 まちづくりの目指す姿

都市機能の集積
交通結節点である金山のポテンシャルを活用し、
駅前に都市機能を効果的に集約させ、にぎわいや
交流の更なる発展を図る

ウォーカブルな
まちの形成

道路や公園・オープンスペース等の都市基盤を
ウォーカブルなまちに資する形態へ再編し、アス
ナル金山の持つ界隈イメージを地区全体に継承し、
発展を図る

劇場とまちとの
連続性確保

市民会館や都市基盤のリニューアルにより、まち
に開かれた新たな劇場とまちとの連続性を確保し、
文化芸術との交流を育むことで金山らしさの発
展・拡大を図る

28



３ ホールの目指す姿と事業方針
新たな劇場のホール配置の考え方

〇 新たな劇場のホール配置の考え方

金山駅周辺地域において「人・文化・芸術とともに育つまち」のまちづくりコンセプトを実現し、文
化芸術の裾野拡大（劇場文化の浸透）を図るため、新たな劇場の主要機能である３つのホールを効果
的に配置するとともに、音楽プラザなどの既存の文化芸術施設との連携を強化します。

エリア 考え方 配置するホール

古沢公園・
市民会館エリア

現在の市民会館が位置する古沢公園・
市民会館エリアに、現市民会館の大
ホール及び中ホールが果たしている劇
場機能を継承するホールを配置

第１ホール
（聴くホール）

第２ホール
(観る・魅せるホール）

アスナル金山
エリア

市内有数の交通結節点である金山総合
駅に隣接しており、商業・業務等の都
市機能が集積し、集客性が高いアスナ
ル金山エリアに、実演芸術に適した規
模のホールとして需要が見込めるホー
ルを配置

第３ホール
（体感するホール）

29



３ ホールの目指す姿と事業方針
整備エリア別の機能構成（案）

エリア 機能 諸室

古沢公園・
市民会館エリア

ホール機能 ・第１ホール（2,000～2,200席）
・第２ホール（1,300～1,500席）

創造・活動拠点機能
・スタジオ
・練習室
・会議室

交流機能
・共通ロビー
・イベントスペース
・にぎわい・交流スペース（カフェ等）
・情報スペース

アスナル金山
エリア

ホール機能 ・第３ホール（800～900席）

交流機能 ・共通ロビー

２つのエリアに整備する新たな劇場は、次の機能・諸室により構成します
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◆金山南ビル美術館棟との連携
金山南ビル美術館棟の展示内容と関連性が高い催しを
第３ホールでも開催し、駅前の集客性を活かした文化
芸術の浸透の相乗効果を図ります

３ ホールの目指す姿と事業方針
新たな劇場を核とした文化芸術施策展開のイメージ

音楽プラザ

伏
見
町
線

新たな劇場
(第１・第２ホール)

古沢公園

金山総合駅

新たな劇場
(第３ホール)

アスナル金山
エリア

古沢公園・
市民会館エリア

◆劇場施設等の連携
新たな劇場（３ホール）及び音楽プラザが連携するイ
ベントを開催し、文化施設間の交流を図ります

◆金山駅周辺の文化芸術施設の連携
新たな劇場（３ホール）を中心に、金山駅周辺の文化
芸術施設や地域団体が連携した催し等により、文化芸
術の推進とまちの回遊性の向上を図ります

◆アスナル金山エリアでの連携
第３ホールとアスナル金山エリアの再開発施設の商業
施設等が連携して催しや広報を展開し、駅前のにぎわ
い創出を図ります

◆広場等を活用した文化芸術活動
金山駅周辺の広場・オープンスペースを活用したコン
サート等をまちなかで展開し、文化芸術の浸透とまち
の魅力向上を図ります

南口
駅前広場

新たな劇場の3ホールを核として、金山駅周辺の文化芸術
施設や地域団体等と連携した面的な文化芸術施策を展開し、
文化芸術の浸透を図ります
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新たな劇場で実施する事業を以下のとおりに分類します

形態 内容

自主事業

・施設運営者が主催する舞台芸術を主とした文化芸術に関
する事業

・「共催」や「提携」など、実演団体やプロモーター等と
連携し芸術性や質の高い公演を実施することも含まれる

貸館事業

・実演団体やプロモーター、市民文化団体等に施設を貸し
出す事業

・市民へ多様な鑑賞機会を提供するため、積極的にプロ公
演への貸出しを誘致（戦略的貸館事業）

・地域文化芸術団体等への積極的なサポートを実施

３ ホールの目指す姿と事業方針
事業計画の考え方

〇事業形態の分類
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・上位計画や、新たな劇場の基本理念を踏まえ、4つの方針を掲げます
・新たな劇場が持つホール機能を活かすため、鑑賞事業を主要な自主事業として実施します。

また、開催目的に合わせ、複数の事業を組み合わせる等、効果的に実施します

自主事業の方針内容 自主事業の分類

【方針Ⅰ】幅広い世代の興味を誘発する多様な事業の展開
Ⅰ鑑賞事業

・多角的なアプローチにより、幅広い世代へ鑑賞機会を提供

【方針Ⅱ】文化芸術活動における共創を促進
Ⅱ創造・活動事業・人と人、施設と施設等の「連携」を生み出し、市民が新しい劇場体験を

享受できる、多様な文化芸術活動を促進

【方針Ⅲ】文化力を底上げする仕組みの構築
Ⅲ普及・育成事業・これからを担う若手人材の育成や、シニア世代の文化活動サポートなど、

多くの市民が劇場を身近に感じられ、毎日が豊かになる機会の創出

【方針Ⅳ】開かれた劇場としての交流機会の創出
Ⅳ交流・まちづくり事業

・誰もが気軽に集える交流機会を提供し、金山のまち独自の賑わいを創出

〇自主事業の事業方針・事業分類

３ ホールの目指す姿と事業方針
自主事業の基本的な考え方
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〇貸館事業の事業方針
・主体的な貸館運営とするために、貸館事業を「施設利用サービス事業」と捉え、以下の３つの方針

を軸として検討します
・貸館事業は単に施設を貸し出すだけでなく、積極的に芸術性の高い公演を誘致したり（戦略的貸館

事業）、施設利用者へよりよい利用方法を提案する等、高質な貸館事業の実施に努めます

貸館事業の方針内容

【方針Ⅰ】文化芸術の裾野拡大につながる利用の拡大

・設置目的の達成に資する柔軟な利用規則の検討
・人々の興味を誘発する、話題性のある演目の積極的な利用促進

【方針Ⅱ】アーティストの多様な創造活動の受け皿

・先駆的／実験的な試みを伴う創造活動に対する施設利用の積極的促進
・多様な演出に対応する、柔軟なサービスの提供

【方針Ⅲ】地域文化芸術団体等への積極的なサポート

・市民に寄り添った居心地の良いサービスの提供
・劇場の特性を踏まえたよりよい利用方法の提案

３ ホールの目指す姿と事業方針
貸館事業の基本的な考え方

34



事業分類 想定内容 イメージ

鑑
賞
事
業

〇文化芸術の裾野拡大コンテンツ
・幅広い世代をターゲットとし、需要が高く、

話題性のある良質なコンテンツを国内外か
ら誘致し発信

・人気アーティストのポップス公演、古典作
品など様々なニーズに応える事業を展開

【第1ホール】
〇国内・国外コンサート公演
・第1ホールの基本コンセプトである

「聴くホール」を活かし、音楽を中
心とした国内外アーティストの高質
な演奏を提供

【第2ホール】
〇大規模ミュージカル・バレエ公演
・1,200～2,000席程度の劇場で上演

することが多い大規模ミュージカル
やバレエ公演を想定

・現中ホールで行われている伝統芸能
公演も継続的に実施

Ⅰ

３ ホールの目指す姿と事業方針
事業展開イメージ

・第１、第２ホールは現市民会館の利用状況を踏まえ、プロモーター等への貸館中心とします
・一方で戦略的貸館事業として、これまで市民に発信できていなかった上質かつ多様なコンテンツを積

極的に誘致していくことを目指します
・貸館事業とのバランスを図りながら自主事業の実施を検討することとし、主催のみならず、実演団体

やプロモーター等と共催することで、幅広いニーズに応えられる鑑賞事業を実施します

〇第１、第２ホールを想定した事業

出典:Real Sound  Photo by Daniel Ramos
（https://realsound.jp）

出典:文化庁 広報誌ぶんかる Photo by Bill Cooper
（ https://www.bunka.go.jp/prmagazine）

バレエ公演

海外アーティスト公演

〇想定される自主事業（例）
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事業分類 想定内容 イメージ

鑑
賞
事
業

〇先駆的・実験的コンテンツ事業
・幅広い世代をターゲットとし、話題性のある

良質なコンテンツを国内外から誘致し発信
・多様な演目に対応する可変形式の舞台特性を

活かし、先駆的・実験的コンテンツを積極的
に発信

〇先駆的・実験的コンテンツ
・舞台芸術だけでなく、テクノロ

ジー、スポーツ、ビジネスなど様々
な領域の融合によるコンテンツの誘
致、発信を想定

・主催/共催事業を通して新たな劇場
から「名古屋発/初」の作品を創出

〇メディア・動画配信サービス事業
・アーカイブ配信やライブ配信などを用いて、

幅広い興味に応える多様なジャンルの公演
を展開

・単なる舞台中継ではなく、オリジナル映像
作品も創造

〇バーチャルステージ
・360度カメラやドローン、VRなど、

最新技術を用いて収録した作品、パ
フォーマンスを制作し配信

普
及
・
育
成

事
業

〇次世代劇場人材育成事業
・多様なジャンルの人材育成を促進
・芸術創造センターや青少年文化センター等と

の共同事業を検討

〇次世代育成アカデミー
・アーティスト、プロデューサー、舞

台技術者など、これからの文化芸術
界を担う若手人材を育成する専属ア
カデミー

・最新技術を活用した制作・成果発表

Ⅲ

Ⅰ

３ ホールの目指す姿と事業方針
事業展開イメージ

・第３ホールは、貸館として市内ホール不足解消の役割を果たしながら、新たな劇場の独自性を発信す
るホールとして自主事業（主催・共催）枠を確保します（全体の約10％、30日間程度を想定）

・自主事業では「共催」として先駆的な取り組みを実施している団体・施設と連携した事業を展開するほか、
テクノロジー、スポーツ、ビジネス等の様々な領域の融合によるコンテンツの誘致・発信を検討します

・貸館事業では、主に現市民会館中ホールで利用の多い演劇公演や軽音楽での利用を想定します

〇第３ホールを想定した事業

〇想定される自主事業（例）

超歌舞伎

出典:昭和音楽大学
（ https://www.tosei-showa-music.ac.jp）

座・高円寺 劇場創造アカデミー

出典:座・高円寺
（ https://za-koenji.jp/home/index.php）

©松竹・NTT/ ©超歌舞伎
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３ ホールの目指す姿と事業方針
事業展開イメージ

・「開かれた劇場」として文化芸術活動、交流を生み出す活動をまちに展開するため、オープンスペー
スや屋外、まちなかなどで幅広い自主事業を展開します

・新たな劇場の第１・第２ホール（古沢公園・市民会館エリア）と第３ホール（アスナル金山エリア）
の連携のみならず、アスナル金山や金山南ビル美術館棟といった金山エリアに点在する文化芸術施設
と連携した事業展開をし、金山エリアの回遊性の向上、活性化を図ります

〇施設全体あるいは金山のまちとの連携を想定した事業

〇想定される自主事業（例）
事業分類 想定内容 イメージ

普
及
・
育
成

事
業

〇公開シアタークラス
・「いつでも、誰でも、何かを経験できる」を

コンセプトに文化芸術に触れたことのない人
でも気軽に劇場やアートについて学べる機会
を創出

〇バックステージツアー・制作裏見
学会

・普段目にすることのできない劇場の
裏側や、制作現場を積極的に公開し、
文化芸術の普及を目指す

交
流
・
ま
ち
づ
く
り
事
業

〇エリアコラボレーション事業
・金山のまちの活性化、回遊性を高めるため、

金山駅や商業施設、各団体等と連携し、フェ
スティバル等を開催

〇エリア全体を活用したフェスティ
バル

・アスナル金山や公園・広場等と連携
し、金山エリアの活性化、回遊性を
生み出すフェスティバル等の開催

〇まちかどイベント事業
・エントランス、屋外広場や近隣施設のスペー

スを有効活用し、日常的に・鑑賞交流機会を
創出

〇オープンスペース等を活用した演
奏会

・共通ロビーに隣接したイベントス
ペースや劇場外のオープンスペース
等で日常的に演奏会を開催

バックステージツアー

施設前オープンスペースでの演奏

出典:ささしまライブまちづくり協議会
（ https://www.asunal.jp）

出典:アスナル金山
（ https://www.asunal.jp）

金山夏祭り

Ⅲ

Ⅳ
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